
 

 

 

 

「通ってよかった清泉中」  

                           校長 柴野 誠一 

 

 始業式、入学式が終わり、令和４年度がスタートしました。本年度より清泉中学校に着 

任しました、柴野誠一（しばのせいいち）と申します。どうぞ、よろしくお願いいたしま 

す。開校６１年目を迎える歴史と伝統のある清泉中学校に着任できましたことを大変光栄 

に思っております。しかしながら、新型コロナウイルス感染症のため今後も厳しい状況が 

続くことが予想されます。教育活動にも様々な影響がありますが、感染防止を継続し、で 

きることを確実に取り組み、教育活動の充実に努めてまいります。保護者、地域の皆様に 

は、何卒、ご理解、ご支援をお願い申し上げます。 

 さて、本年度は２１９名の新入生を迎え、全校生徒６１５名となり、昭島市内では大規

模の中学校となります。生徒たちが「通ってよかった清泉中」、保護者の皆様が「通わせて

よかった清泉中」と実感していただけるよう、教職員一同、全力で指導にあたってまいり

ます。 

 本校では、人権尊重の精神を基調とし、広く国際社会において信頼と尊敬を得られる知・

徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成を目指しています。 

 【清泉中の教育目標】  

○美しい心  

正しい判断力 強固な信念 創造性に富んだ実行力 寛容な心と協力の精神 

○創造的な知性 

    自ら学ぶ力 社会の変化に主体的に対応できる能力 国際社会で活躍できる力 

○たくましい体 

   健康でバランスがとれた体を育てる  

以上、本校の教育目標を達成するために、生徒の基礎学力の向上、豊かな心の育成、基

本的な生活習慣の確立に取り組んでまいります。そして、私はこの目標に近づくための一

つのポイントは、「褒める」ことだと考えます。私たち大人がまず、生徒の光るところを見

出し、生徒の可能性を引き出してあげることです。人は誰でも、人から褒められ、認めら

れることを望みます。人から認められる経験をした生徒は「自分が大切にされている」「自

分は期待されている」という気持ちになり、自分に自信をもつことができます。そして、

大切にしてくれた人のことを考えた思いやりのある行動がとれるようになり、やがて、「も

っと人の役に立ちたい」という「主体性と思いやり」の精神が育ちます。本校の教育も、

生徒の良さを認め、可能性を引き出す教育活動を基本に進めてまいります。 

清 泉 
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清泉中学校長 柴野 誠一 
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